
４月号’１０
町民の動き

平成２２年３月１日現在
前月より

男 １０，６５０ ＋４
女 １１，２２５ ＋１
計 ２１，８７５ ＋５
世帯 ８，４９０ ＋１２
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一
、
は
じ
め
に

二
、
所
信

�
町
政
に
取
り
組
む
基
本
方
針

�
子
育
て
支
援

本
日
、
第
一
回
定
例
会
の
開
会
を

迎
え
、
議
案
の
提
案
に
先
立
ち
、
町

長
と
し
て
私
の
町
政
運
営
に
関
す
る

所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
議
員
各

位
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
の
町
政
運
営
に
対
し
て
、
格
別

の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
町
議
会
議
員
選

挙
に
お
い
て
当
選
さ
れ
ま
し
た
お
二

人
の
議
員
に
は
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
議
員
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
北
島
町
の
発
展

と
町
民
の
幸
せ
の
た
め
に
日
夜
ご
尽

力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、

心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
力

強
い
ご
支
持
を
賜
り
、
北
島
町
長
と

し
て
、
町
政
執
行
の
任
に
当
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の
う

え
な
い
光
栄
で
あ
り
、
町
民
の
期
待

に
応
え
る
た
め
、
私
の
果
た
す
べ
き

職
務
と
重
責
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。現

在
、
北
島
町
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
地
域
経
済
の
低
迷
や
税
収
減
に

伴
う
町
財
政
の
悪
化
等
で
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
常
に

町
民
側
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
施

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
高
い
行

政
水
準
を
維
持
す
る
た
め
、
「
子
育

て
支
援
」、「
教
育
」、「
安
心
・
安
全
」

な
ど
の
分
野
に
対
し
、
各
種
の
施
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
、
先
人
の
優
れ
た
業
績
を
継

承
し
、
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
、
皆

様
と
と
も
に
力
強
く
歩
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

基
本
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
い
た
し
ま
す
。

給
食
費
・
医
療
費
の
無
料
化
、
幼

稚
園
の
二
年
保
育
な
ど
に
取
り
組
み

所
信
表
明

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」

町

長

古

川

保

博

人
権
問
題
研
修
会
に
参
加
し
て
ハ

ン
セ
ン
病
施
設
「
大
島
青
松
園
」
へ

行
っ
て
来
た
。
そ
こ
は
瀬
戸
内
海
の

離
島
で
高
松
港
よ
り
高
速
船
で
三
十

分
の
距
離
に
あ
っ
た
。
島
全
体
が
入

所
者
の
生
活
の
場
と
な
っ
て
お
り
、

島
の
中
央
が
平
地
で
そ
こ
に
施
設
が

集
中
し
て
い
た
。
現
在
は
日
常
生
活

に
不
自
由
な
く
生
活
で
き
る
様
に
充

実
し
て
い
た
。
▼
ハ
ン
セ
ン
病
は
か

つ
て
癩
病
と
言
わ
れ
そ
の
病
態
か
ら

業
病
と
も
呼
ば
れ
た
。
当
初
は
遺
伝
、

感
染
す
る
と
い
う
噂
か
ら
、
家
族
、

又
地
域
か
ら
も
強
制
隔
離
さ
れ
た
。

被
病
し
た
多
く
の
人
達
は
長
い
人

生
を
悲
し
み
と
苦
し
み
の
中
、
世
の

中
か
ら
も
見
離
さ
れ
絶
望
の
う
ち
に

亡
く
な
っ
て
行
っ
た
歴
史
が
あ
っ
た
。

▼
こ
の
研
修
会
に
参
加
し
て
今
ま

で
の
間
違
っ
た
知
識
や
偏
見
を
知
り
、

入
所
者
の
人
達
の
今
後
の
幸
せ
を
祈

る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
▼
最
近
そ
の

ま
い

島
に「
風
の
舞
」と
い
う
石
積
み
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
れ

は
納
骨
し
た
残
り
の
骨
を
こ
こ
に
も

納
め
、
そ
の
魂
は
帰
り
た
く
て
も
帰

れ
な
か
っ
た
懐
か
し
い
古
里
へ
風
と

な
っ
て
初
め
て
自
由
に
空
を
飛
べ
る

と
い
う
願
い
を
込
め
て
建
て
ら
れ
た
。

最
近
や
っ
と
各
種
交
流
が
始
っ
た
。

無
知
か
ら
の
差
別
に
反
省
を
込
め
て
。

（２）町報２０１０．４



�
地
場
産
業
の
育
成

�
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

�
都
市
基
盤
整
備

三
、
平
成
二
十
二
年
度

予
算
編
成

四
、
重
点
施
策

�
子
育
て
支
援

�
地
域
の
活
性
化

�
防
災
・
防
犯
対
策

�
社
会
基
盤
整
備

五
、
お
わ
り
に

ま
す
。

町
発
注
工
事
は
、
町
内
業
者
を
優

先
い
た
し
ま
す
。

公
共
施
設
及
び
個
人
住
宅
の
耐
震

化
、
危
険
な
交
差
点
の
改
良
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
及
び
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
事
業
の
活
用
に
よ
り
都
市

基
盤
施
設
を
整
備
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
は
、

一
般
会
計
予
算

六
五
億
五
、
四
〇

〇
万
円
（
対
前
年
比

一
二
億
二
、

六
〇
〇
万
円
、
一
五
・
八
％
減
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

一
九
億

八
七
万
三
千
円
（
対
前
年
比

三
、

二
八
一
万
四
千
円
、
一
・
八
％
増
）

老
人
保
健
特
別
会
計

一
三
万
三
千

円
（
対
前
年
比

四
三
八
万
七
千
円
、

九
七
・
〇
％
減
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

一
億

八
、
五
七
七
万
四
千
円
（
対
前
年
比

一
、
六
一
二
万
八
千
円
、
九
・
五

％
増
）

介
護
保
険
特
別
会
計

一
二
億
九
、

一
一
五
万
七
千
円

（
保
険
事
業
勘
定
）（
対
前
年
比

七
、

〇
六
六
万
七
千
円
、
五
・
八
％
増
）

介
護
保
険
特
別
会
計

八
九
〇
万
二

千
円

（
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）（
対
前
年
比

二
六
万
一
千
円
、
三
・
〇
％
増
）

特
別
会
計
公
共
下
水
道
事
業

三
億

四
、
一
四
〇
万
八
千
円
（
対
前
年
比

一
億
二
、
一
四
二
万
一
千
円
、
二

六
・
二
％
減
）

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

所
信
に
基
づ
き
ま
し
て
、
本
年
度

の
重
点
施
策
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

①
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十

二
年
度
か
ら
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
に
つ
い
て
半
額
と
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
等
は
ぐ
く

み
医
療
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
昨

年
度
は
小
学
校
三
年
生
ま
で
を
対

象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度

七
月
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま
で
に

拡
充
し
、
子
育
て
を
応
援
い
た
し

ま
す
。

②
幼
稚
園
の
複
数
年
保
育
に
つ
い
て

は
、
実
現
に
向
け
現
施
設
の
有
効

利
用
も
含
め
既
に
検
討
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。

①
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
商
工
活

性
化
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
事
業
）
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
利
子
補
給
制
度
に
よ
り
小
規

模
事
業
者
の
経
営
改
善
を
支
援
し
、

町
内
事
業
者
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

②
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
ま
つ
り
な
ど

町
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
、

町
民
同
士
の
交
流
創
出
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

③
個
人
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
に
つ
い
て
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
同
基
数
の
補
助
事
業
を

行
い
、
エ
コ
社
会
実
現
に
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

①
小
学
校
・
教
育
施
設
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
継
続
中
の
中
学
校
改

築
事
業
を
は
じ
め
、
国
及
び
県
に

も
積
極
的
に
働
き
か
け
、
新
た
に

北
島
南
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工

事
を
前
倒
し
す
る
と
と
も
に
、
本

年
度
は
北
島
小
学
校
の
校
舎
耐
震

補
強
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
す
。

引
き
続
き
幼
稚
園
、
小
学
校
等
の

耐
震
化
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
財
源
確
保
と
併
せ
て
町
民
の

財
産
と
生
命
を
守
る
た
め
公
共
施

設
の
耐
震
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

②
本
年
度
か
ら
小
・
中
学
生
の
保
護

者
へ
一
斉
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
、
緊
急
連
絡
網
、
自
然

災
害
情
報
、
不
審
者
情
報
等
こ
ど

も
た
ち
の
安
心
・
安
全
の
た
め
の

情
報
を
配
信
い
た
し
ま
す
。

③
町
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
、

平
成
二
十
二
年
一
月
末
現
在
約
三

八
％
で
あ
り
、
本
年
度
は
県
平
均

七
七
％
を
上
回
る
よ
う
自
主
防
災

組
織
率
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

①
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
に
終
末

処
理
場
が
供
用
開
始
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
本
年
度
下
水
道
課
を
新
設

し
、
第
一
期
事
業
認
可
区
域
約
一

〇
〇
ｈ
ａ
内
の
早
期
完
成
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
私
の
所
信
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康

増
進
・
各
種
予
防
事
業
の
推
進
、
国

際
交
流
事
業
の
推
進
、
地
域
子
育
て

支
援
事
業
の
充
実
、
ゴ
ミ
の
分
別
・

減
量
化
の
推
進
、
未
利
用
財
産
の
利

活
用
、
水
道
施
設
の
改
良
工
事
等
本

町
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
し

て
お
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
、
厳
し
い
経
済
情
勢

で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
民
生
活
の
た

め
私
が
職
員
の
先
頭
に
立
ち
諸
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
議
員
各
位
を
は
じ
め
、
町
民

の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
所
信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

お 知 ら せ

『毎月２０日はあいさつ運動の日』です。
４月のあいさつ運動は４月２０日�に行います。

黄色い帽子に大きなランドセル
かわいい新入生に「おはよう」「いってらっしゃい」
声かけひとつで地域のみんなも心和みます

北島町青少年健全育成町民会議

（３） 町報２０１０．４
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四
月
よ
り
正
面
玄
関
よ
り
来
庁
頂

け
ま
す
。

北
島
町
で
は
、
今
後
三
十
年
以
内

に
五
〇
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
対
策
と
し
て
、

各
施
設
の
耐
震
化
を
進
め
て
お
り
ま

す
。役

場
庁
舎
は
、
昭
和
五
十
年
に
完

成
し
て
お
り
新
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
お
ら
ず
、
耐
震
診
断
の
結
果
も
一

階
か
ら
七
階
ま
で
の
全
階
で
耐
震
性

能
が
不
足
し
て
お
り
補
強
の
必
要
が

あ
る
と
の
結
果
が
出
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め

本
町
で
は
、
国
土
交
通
省
の
補
助
事

業
で
あ
り
ま
す
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
都
市
再
生
整
備
計
画
の
一

環
と
し
て
、
北
島
町
総
合
庁
舎
の
耐

震
改
修
工
事
を
行
い
災
害
時
の
拠
点

と
な
る
役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
と
併

せ
て
公
民
館
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
充

実
、
窓
口
の
集
約
の
た
め
一
階
か
ら

四
階
ま
で
の
増
築
を
行
い
、
ロ
ー
カ

ウ
ン
タ
ー
導
入
と
併
せ
て
、
窓
口
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
洪
水
時
に
も
役
場
機
能
を
維

持
す
る
た
め
地
下
に
あ
っ
た
電
気
設

備
を
屋
外
の
架
台
に
移
設
し
、
停
電

時
に
も
自
動
で
稼
働
す
る
発
電
機
を

新
設
し
て
大
規
模
災
害
に
も
対
応
で

き
る
庁
舎
に
改
修
致
し
ま
し
た
。

耐
震
改
修
工
事
に
伴
い
、
引
越
が

あ
り
ま
し
た
の
で
次
に
各
階
の
紹
介

を
致
し
ま
す
。

＜
☆
印
の
つ
い
て
い
る
所
が
移
動
し

た
と
こ
ろ
で
す＞

一

階
住
民
課

保
険
福
祉
課

☆
民
生
児
童
課
（
二
階
よ
り
）

税
務
課

出
納
室

二

階
町
長
室

副
町
長
席

総
務
課

生
活
産
業
課

☆
建
設
課
（
五
階
よ
り
）

☆
下
水
道
課
（
新
設
）

三

階
議
長
・
副
議
長
室

議
場

議
会
事
務
局

四

階
教
育
長
室

教
育
委
員
会
事
務
局

水
道
課

☆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
よ
り
）

長
期
間
に
わ
た
る
工
事
で
近
隣
及

び
来
庁
さ
れ
た
皆
様
方
に
は
御
不
便

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

ま
た
皆
様
方
の
御
協
力
で
無
事
耐

震
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
こ
と

を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

総
務
課

役役
場場
庁庁
舎舎
のの
耐耐
震震
改改
修修
工工
事事
がが

完完
了了
しし
まま
しし
たた

子子どどもも手手当当にに関関すするるおお知知ららせせ
平成２２年４月から子ども手当制度が始まります。

【目的】
子ども手当は、次代の社会を担う子どもの健やかな育ちを社会全体で応援するため、

中学校修了前までの子ども１人につき月額１万３千円を支給される制度です。（所得
制限はありません）
【児童手当を受給されていた方】
平成２２年３月まで児童手当を受給されていた方は、基本的に、児童手当の支給対象

児童について手続きは必要ありません。ただし、新たに子ども手当の対象となる子ど
も（原則として中学２年生と中学３年生）がいらっしゃる場合には、申請手続き（子
ども手当額改定認定請求書）が必要です。
・持参するもの…印鑑
【児童手当を受給されていなかった方】
児童手当を受給されていなかった方で、子ども手当の支給の対象となる中学校修了

前までの子どもを養育されている方が、子ども手当の支給を受けるためには、申請手
続き（子ども手当認定請求書）が必要となります。（所得制限により児童手当を受給
されていなかった方も手続きが必要となります。）
・持参するもの…印鑑、健康保険証、受給者（保護者）の銀行口座
また、平成２２年４月分から子ども手当を受給するためには、平成２２年９月３０日まで

に申請書の提出が必要となりますので、ご注意ください。
なお、公務員の方は、勤務先での手続きとなりますので、勤務先にご確認ください。
ご不明な点等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。

（問い合わせ先） 北島町民生児童課 �６９８―９８０２

こ
の
助
成
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
、
二
十
一
年
度
は
地
域
防

災
ス
ク
ー
ル
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
宝

く
じ
の
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
北
島
町
自
主
防
災
組
織
に
防
災

関
係
の
備
品
類
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

将
来
の
地
域
防
災
を
担
う
人
材
を

育
成
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の
備

品
を
活
用
し
て
、
各
種
防
災
訓
練
や

消
防
に
つ
い
て
の
知
識
と
技
術
を
地

域
住
民
に
広
く
教
授
し
て
い
く
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１
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事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

総

務

課宝くじの助成を受けて防災関係の備品を導入
しました

自主防災組織と小学校が連携して、防災につ
いての学習に取り組みました

（４）町報２０１０．４
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こ
の
福
祉
手
当
は
、
毎
年
四
月
一

日
現
在
で
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
載
さ
れ
、
引
き
続
き
一
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
入
院
・
入
所
者
は
該
当

し
ま
せ
ん
）

○
支
給
要
件

①
在
宅
身
体
障
害
者
（
児
）

障
害
の
程
度
が
一
級
か
ら
三
級

ま
で
の
障
害
者
手
帳
保
持
者

②
在
宅
知
的
障
害
者
（
児
）

知
能
指
数
五
〇
以
下

③
在
宅
ね
た
き
り
老
人

六
十
五
歳
以
上
の
老
人
で
疾
病

又
は
負
傷
も
し
く
は
心
身
の
障

害
に
よ
り
、
引
き
続
き
一
カ
年

以
上
臥
床
し
食
事
、
入
浴
及
び

排
便
等
の
日
常
生
活
に
常
に
介

護
を
要
す
る
方
。
（
民
生
委
員

児
童
委
員
の
確
認
書
が
必
要
で

す
）

④
母
子
家
庭
又
は
準
母
子
家
庭
に

あ
る
十
八
歳
未
満
の
児
童

⑤
交
通
遺
児

十
八
歳
未
満
の
児
童

◎
こ
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
は

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日
�

申
請
場
所

北
島
町
役
場
一
階

民
生
児
童
課

支
給
日

平
成
二
十
二
年
五
月
十
日
�

支
給
金
額

一
人

一
万
円

※
な
お
、
締
切
日
ま
で
に
必
ず
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
以
後
の
申
請

に
つ
い
て
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
願
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は

北
島
町
役
場

民
生
児
童
課

�
六
九
八
―
九
八
〇
二
ま
で

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
五
月
十

二
日
か
ら
始
ま
る
一
週
間
を
活
動
強

化
週
間
と
し
、
地
域
住
民
に
対
す
る

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
談
や
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

地
域
住
民
の
皆
様
の
中
に
は
、
相
談

を
し
た
く
て
も
「
ど
こ
に
」
ま
た
は

「
誰
に
」
相
談
し
て
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

こ
う
し
た
方
々
が
、
「
民
生
委
員

・
児
童
委
員
」
や
そ
の
活
動
を
知
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
相
談
支
援
に
結

び
つ
き
ま
す
。

地
域
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
、
ま
ず
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
、
自
分
た
ち
と
そ
の
活

動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
な

た
め
、
こ
う
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
毎
年

五
月
十
二
日
の
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」
を
中
心
に
す
す
め
て
い

ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
地
区
民
生
委
員
の
氏

名
・
連
絡
先
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北

島
町
役
場

民
生
児
童
課
（
�
六
九

八
―
九
八
〇
二
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

北
島
町
の
委
託
を
受
け
て
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
や
、
子
育
て
の
悩
み
は
決

し
て
「
一
人
ぼ
っ
ち
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
あ
そ
び
」
を
通
し
て
子
ど
も
も
、

親
も
育
ち
、
楽
し
い
と
感
じ
る
心
が

毎
日
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

一
緒
に
た
く
さ
ん
の
発
見
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
し
て
い
る
の
？
〉

毎
月
曜
日
〜
金
曜
日

九
時
三
十
分
〜
十
五
時

〈
ど
こ
で
？
〉

北
島
町
中
村
字
野
畑
十
四
―
四

北
島
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
南
側

〈
誰
が
利
用
で
き
る
の
？
〉

北
島
町
在
住
で
就
学
前
の
未
就
園

児
対
象

無
料
で
す
。
気
軽
に
あ
そ
び
に
来

て
ね
。

〈
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
〉

年
間
を
通
じ
て
、
行
事
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

ブ
ロ
グ
等
も
ご
覧
下
さ
い
。

育
児
相
談
は
、
電
話
で
も
面
談
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

〈
駐
車
場
の
ご
案
内
〉

施
設
内
駐
車
場
は
全
て
「
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
」
と
な
っ
て
お

り
、
妊
婦
さ
ん
専
用
で
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

み
ど
り
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�
六
九
八
―
二
三
三
九

又
は

み
ど
り
保
育
園

�
六
九
九
―
五
〇
七
五

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.infoeddy.ne.jp/

m
ido5075/

ブ
ロ
グ

http
://blog.goo.ne.jp/

nobinobim
idori5

聴
覚
障
害
者
を
対
象
に
意
志
疎
通

を
円
滑
に
す
る
た
め
手
話
通
訳
者
を

派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、
設
置
手
話
通

訳
者
も
い
ま
す
の
で
、
通
訳
・
ご
相

談
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

町
内
在
住
の
聴
覚
障
害
者

受
付
時
間

平
日
（
月
〜
金
）
八
時

三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分

※
緊
急
の
場
合
は
、
時
間
外
・
土
日

祝
も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
メ
ー

ル
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

申
込
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で

当
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
申
込
下
さ
い
。

社
会
福
祉
法
人

凌
雲
福
祉
会

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
凌
雲

�
六
九
三
―
一
一
一
七

�
六
九
二
―
六
七
七
六

ryoun_shuw
a@
docom

o.ne.jp

（５） 町報２０１０．４



町町・・県県民民税税前前納納報報奨奨金金制制度度のの廃廃止止ににつついいてて
これまで町・県民税を全期前納した場合に交付していました前納報奨金制度は、平成２２年度より廃止となります。
この制度は、納税意識の高揚と税収の早期確保などを目的に創設されたものですが、現在ではその目的がほぼ達成されま

した。また、給与や年金から天引きされる方や、納めたくても全期前納することができない方には、制度の適用や恩恵がな
く公平性にかけることなどから、廃止されることとなりました。
町民の皆様にはご理解をいただき、引き続き納期内納付にご協力をお願いします。
なお、全期分を一括して納めていただく「全期前納」は、これまでどおりご利用いただけます。
また、これに伴い、現在口座自動振替をご利用の方で、全期前納振替から各期振替に変更される場合は、役場税務課また

は指定金融機関及びゆうちょ銀行の窓口にて平成２２年５月末までにお申込みください。
６月１日以降のお申込みについては、事務処理上の都合によりご希望にそえない場合がありますのでご了承ください。

町町・・県県民民税税普普通通徴徴収収のの納納期期のの変変更更ににつついいてて
変更後変更前昨年度までは、３期で納付していただいていまし

たが、１回当たりの納付する負担額の軽減と、新規
の年金特徴者の税額変更等に柔軟に対応するため、
平成２２年度より次のとおり納期を変更します。
なお、現在口座自動振替の各期振替をご利用の方

については、変更後の納期日に口座から振替させて
いただきます。 お問い合わせ先 北島町役場 税務課 �６９８―９８０３

資料請求、お問い合わせは、自衛隊鳴門地域事務所まで（�６８５―５３０６）
＊年齢は２３年４月１日現在自自衛衛隊隊 幹幹部部・・曹曹候候補補生生募募集集

≪ ご み ニ ュ ー ス ≫

～ハイブリッドごみ収集車導入～今月のごみ対策啓発優秀ポスター
北島町は環境に優しいハイブリッドのごみ収集車を徳島
県内の自治体で初めて導入し、３月２日から収集を開始し
ました。
ハイブリッド車は、排気ガス中の窒素酸化物（ＮＯＸ）
や粒子状物質（ＰＭ）を低減する低公害効果だけでなく、
地球温暖化の抑制という観点で温室効果ガスである二酸化
炭素（ＣＯ２）の削減効果があり、環境に優しい車です。
ディーゼルエンジンと電気モーターを搭載し、加速時や上
り坂走行時などに電気モーターが作動してエンジンを補助
します。国の自動車低公害化推進補助事業費補助金と地域
活性化・経済危機対策臨時交付金を活用して購入しました。
地球温暖化対策として、毎日の業務でも温室効果ガスの
発生抑制に努めることが重要であり、人と環境に優しい北
島町のまちづくりを進めていきます。北島中 藤澤 萌茄

決められた日・時・場所に、決められたごみを正しく出しましょう。

①可燃ごみの月別収集量
３月
３３１t
?t

２月
２７１t
２６２t

９t減

１月
２９８t
２９５t

３t減

平成２１年
平成２２年

増減量

②プラスチック容器・包装類の月別収集量
３月
３８t

８５．９％
?t
?%

２月
３６t

７０．５％
２８t

７５．８％

５．３％増

１月
４２t

７９．０％
３８t

８７．８％

８．８％増

平成２１年
容器包装プラ率（％）

平成２２年
容器包装プラ率（％）

容器包装プラ率の
増減

納 期
６月１日から同月３０日まで
９月１日から同月３０日まで
１１月１日から同月３０日まで
２月１日から同月末日まで

期別
第１期
第２期
第３期
第４期

納 期
６月１日から同月３０日まで
１０月１日から同月３１日まで
２月１日から同月末日まで

期別
第１期
第２期
第３期

一般曹候補生
平成２２年４月１日�～５月１０日�まで

１８歳以上２７歳未満の者
１次試験 ５月２２日�

試験場所 松茂町内自衛隊基地 試験費用 無料（旅費、食事等は自費）

一 般 幹 部 候 補 生

２０歳以上２６歳未満の者（２２歳末満は大卒（見込み））（大学院修士学位取得者は２８歳未満）
１次試験 ５月１５日�

募集種目
受付期間
応募資格

試験等

（６）町報２０１０．４



���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

���������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ��������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
の
度
、
財
団
法
人
日
本
消
防
協

会
（
会
長
・
片
山
虎
之
助
）
よ
り
、

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防
団
に
「
司

令
車
」
が
交
付
さ
れ
、
平
成
二
十
二

年
三
月
二
日
�
消
防
本
部
に
お
い
て

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
財
団
が
行
う
福
祉
共

済
な
ど
の
各
種
共
済
事
業
の
一
環
と

し
て
、
消
防
防
災
活
動
に
功
績
が
多

大
な
市
町
村
と
消
防
団
に
対
し
交
付

し
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
車
両
は
四
輪
駆
動
車
で
、
地

震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

後
方
支
援
や
、
集
団
救
急
な
ど
の
多

種
多
様
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に

利
用
さ
れ
ま
す
。

交
付
式
で
、

県
消
防
協
会

高
橋
輝
典
会

長
か
ら
目
録

が
手
渡
さ
れ
、

原
田
消
防
団

長
は
、
「
阪

神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
十

五
年
と
い
う

節
目
に
あ
た

り
、
近
年
発

生
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
南

海
地
震
に
備

え
、
訓
練
を

重
ね
被
害
の

軽
減
に
役
立

て
た
い
」
と

お
礼
を
述
べ

た
。

�
日
本
消
防
協
会
よ
り

「
司
令
車
」が
交
付
さ
れ
る

交付された「司令車」消防本部にて 平成２２年３月２日

太陽光発電システムを新規に設置される場合、「北島町住宅用太陽光発電シ
ステム設置費補助金交付要綱」に基づき補助をいたします。

対象者 自ら居住する町内の住宅に対象システムを設置する個人

＊新たに住居を建築し、対象システムを設置される個人も対象です。

補助金額 太陽電池モジュールの最大出力１キロワットあたり ６万円

＊補助金の限度額は、４kW（２４万円）です。
例：最大出力３．５kWのシステムの場合、
６万円×３．５kW＝２１万円です。

受付開始 次のとおり受付を開始

＊平成２２年４月１５日�から平成２２年５月１０日�まで
受付時間：午前８時３０分～午後５時
補助件数：１０件
書類に不備があれば受付できませんのでご注意ください。

交付者の決定 次のとおり公開抽選にて補助金交付者を決定

＊平成２２年５月１３日�午前１０時より公開抽選（北島町庁舎内）
補助件数に達しない場合は申請順の交付とさせていただきます。

申請方法 交付申請書に必要事項を記入し、生活産業課へ提出

＊必ず、着工前に申請が必要です。
申請書及び必要書類を提出ください。
（申請書は北島町役場生活産業課または北島町ホームページよりダウンロー
ドできます）

問問いい合合わわせせ先先 北島町役場 生活産業課 �６９８―９８０６

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
身

体
障
害
者
福
祉
手
帳
の
障
害
区
分
に

「
肝
臓
機
能
障
害
」
が
新
し
く
加
わ

る
こ
と
に
な
り
、
軽
自
動
車
税
に
係

る
身
体
障
害
者
等
の
減
免
の
対
象
と

し
て
、
肝
臓
機
能
障
害
一
級
、
二
級
、

三
級
を
追
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

●
申
請
期
間

納
付
書
発
布
か
ら
、

五
月
二
十
四
日
�
（
納
期
限
の
七
日

前
ま
で
）

●
必
要
書
類

減
免
申
請
書
、
運
転

免
許
証
、
障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、

納
税
通
知
書

お
問
い
合
わ
せ

北
島
町
役
場

税
務
課

軽
自
動
車

税
係

�
六
九
八
―
九
八
〇
三

軽軽
自自
動動
車車
税税
のの
身身
体体
障障
害害
者者

減減
免免
対対
象象
者者
範範
囲囲
がが
拡拡
大大
ささ
れれ
まま
すす

北北島島町町住住宅宅用用太太陽陽光光発発電電シシスステテムム
設設置置費費補補助助制制度度ののごご案案内内

（７） 町報２０１０．４



◎
平
成
二
十
二
年
度
総
合
が

ん
検
診（
集
団
）の
お
知
ら
せ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
＆

相
談
の
ご
案
内

生
活
リ
ズ
ム大切

で
す

集
団
が
ん
検
診
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
健
康
の
た
め

に
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
下
さ
い
。

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
結
核
検
診

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

相
談
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
。
（
予
約
不
要
）

日
時五

月
二
十
一
日
�
・
二
十
二
日
�

午
前
八
時
三
十
分
〜
十
一
時

場
所

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象

今
年
度
四
十
歳
以
上
で
北
島
町

に
住
民
票
が
あ
る
方

料
金胃

が
ん
検
診

五
百
円

肺
が
ん
・
結
核
検
診

無
料

※
胃
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

前
日
九
時
以
降
、
食
事
は
と
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
（
お
茶
・
お
水

を
飲
む
の
は
大
丈
夫
で
す
）

当
日
は
飲
食
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
（
水
分
補
給
も
不
可
）
飲
食
を

し
た
場
合
は
、
検
診
を
お
断
り
す
る

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

薬
を
服
用
し
て
い
る
方
は
、
主
治

医
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診
（
要
予
約
）

日
時五

月
二
十
一
日
�

午
前
の
部

八
時
三
十
分
〜

十
一
時
三
十
分

午
後
の
部

一
時
〜
四
時

※
午
前
・
午
後
と
も
に
三
十
分
ご
と

に
時
間
帯
を
分
け
て
ご
予
約
を
受

け
付
け
致
し
ま
す
。

場
所
・
申
込
先

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

（
要
予
約

予
約
人
数
に
よ
り
、受

診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
）

対
象

昨
年
度
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
今
年
度
四
十
歳
以
上
の
北
島

町
に
住
民
票
が
あ
る
女
性
。

料
金

千
円

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
保

健
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
（
�
六
九
八
―
八
九
〇
九
）

最
近
、
一
時
期
と
比
べ
て
エ
イ
ズ

の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
エ
イ
ズ
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
の
問
題
が

な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
で
も
、
日
本
で
は
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
経
路
は
主
と
し
て
、

①
血
液
感
染
②
母
子
感
染
③
性
行
為

で
す
。
コ
ン
ド
ー
ム
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
性
行
為
の
感
染
を
有

効
に
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か

も
医
療
機
関
や
保
健
所
な
ど
で
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
が
感
染

し
て
い
る
か
ど
う
か
調
べ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
他
者
に
感
染
す
る
こ
と
を

予
防
し
た
り
、
自
分
自
身
の
早
期
治

療
な
ど
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

徳
島
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

と
相
談
を
『
匿
名
』『
無
料
』
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
夜
間
も
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

実
施
日

①
毎
週
火
曜
日

（
年
末
年
始
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間

午
後
〇
時
三
十
分
〜
二
時

②
夜
間
実
施
日

・
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日

・
八
月
三
日

・
十
月
五
日

・
十
二
月
七
日

・
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

（
す
べ
て
火
曜
日
）

受
付
時
間

午
後
六
時
〜
七
時

場
所

東
部
保
健
福
祉
局
徳
島
保
健
所

二
階（
徳
島
市
新
蔵
町
三
丁
目
八
〇
）

問
い
合
わ
せ
先

疾
病
対
策
課
（
�
〇
八
八
―
六

〇
二
―
八
九
〇
七
）

内
容

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
及
び
相
談

費
用

無
料

そ
の
他検

査
及
び
相
談
は
予
約
不
要
、

匿
名
で
受
け
、
検
査
結
果
は
採
血

後
、
約
三
十
分
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

春
を
迎
え
、
気
分
も
新
た
に
し
て

生
活
し
た
い
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。冬
よ
り
は
布
団
か
ら「
え

い
っ
」
と
起
き
や
す
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

社
会
生
活
を
送
る
上
で
は
、
一
日

二
十
四
時
間
で
す
が
、
私
た
ち
の
体

は
約
二
十
五
時
間
の
周
期
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
二
十
四
時
間
に
リ

セ
ッ
ト
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
、
明
る

い
朝
の
光
と
朝
ご
は
ん
で
す
。
そ
こ

か
ら
、
一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
が
作
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

大
切
な
朝
ご
は
ん

な
ぜ
、
朝
ご
は
ん
は
大
切
な
の
で

し
ょ
う
。

一
、
体
を
目
覚
め
さ
せ
る

体
の
中
で
は
、
夜
九
時
ご
ろ
か
ら

は
、
心
身
の
活
動
を
低
下
さ
せ
、
休

む
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。
朝
食
の

二
〜
三
時
間
前
く
ら
い
か
ら
血
糖
値

を
あ
げ
る
働
き
の
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
て
い
て
、
あ
な
た
が
朝
ご
は
ん

を
食
べ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

朝
食
を
と
る
と
そ
の
刺
激
が
小
腸

や
肝
臓
に
あ
る
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を

働
か
せ
ま
す
。

明
る
い
光
と
朝
食
で
体
全
体
が
目

覚
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
体
を
働
か
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

朝
食
は
、
糖
質
を
取
る
こ
と
で
脳

を
働
か
せ
ま
す
。
肉
・
魚
・
卵
な
ど

タ
ン
パ
ク
質
、
野
菜
か
ら
、
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
取
る
こ
と
で
さ
ら

に
体
の
働
き
の
質
を
高
め
ま
す
。

キ
チ
ン
と
朝
食
を
と
る
た
め
に

と
ら
な
い
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て

い
る
方
は
、「
朝
ご
は
ん
食
べ
る
ぞ
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

パ
ン
や
お
に
ぎ
り
、
果
物
な
ど
何
か

口
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

夜
遅
く
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
た
り
、

寝
る
の
が
遅
い
の
も
朝
食
を
食
べ
に

く
く
し
ま
す
。
遅
く
と
も
寝
る
二
時

間
以
内
に
は
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
朝
食

の
大
切
さ
を
住
民
の
皆
様
に
今
後
と

も
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保保
健健
相相
談談
セセ
ンン
タタ
ーー
だだ
よよ
りり

（８）町報２０１０．４
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健
康
づ
く
り
は
自
分
の
身
体
の
状

態
を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
体
力
的
傾
向
を
知
り
、

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
き
っ
か
け

に
し
て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参

加
は
無
料
で
す
。

①
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
体
操
講
座

場

所

町
民
体
育
セ
ン
タ
ー

時

間

九
時
三
十
分
〜
十
一
時

実
施
日

四
月
二
十
三
日
、
三
十
日
、

五
月
七
日
、
十
四
日
、
二
十
一
日

の
五
回

②
ロ
コ
モ
予
防
体
操
講
座

※
ロ
コ
モ
と
は
、
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
の
略
で
「
運
動

器
の
障
害
」
に
よ
り
「
要
介
護
に

な
る
」
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
に
な

る
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

場

所

役
場
七
階
大
ホ
ー
ル

時

間

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

実
施
日

四
月
二
十
二
日
、
五
月
六

日
、
十
三
日
、
二
十
日
、
二
十
七

日
の
五
回

申
込
は
不
要
で
す
。
参
加
希
望
の

方
は
当
日
時
間
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

保
険
福
祉
課
�
六
九
八
―
九
八
〇
五

国国
民民
健健
康康
保保
険険
保保
健健
事事
業業

健
康
づ
く
り
講
座

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

婦婦
人人
会会「「
貸貸
衣衣
裳裳
部部
」」五五
階階
にに
移移
転転

き
も
の
は
着
た
い
け
ど
、
お
手
入

れ
が
面
倒
、
そ
ん
な
方
に
も
ご
使
用

後
は
、
そ
の
ま
ま
、
お
返
し
下
さ
い
。

表
向
き
小
物
は
、
す
べ
て
ご
用
意
い

た
し
ま
す
。

女
性
用

留
袖
―
結
婚
式
、
日
本
舞
踊

喪
服
―
夏
用
、
冬
用

振
袖
―
ご
兄
姉
の
結
婚
式
、
お
友

達
の
パ
ー
テ
ィ
ー

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
・
カ
ク
テ

ル
ド
レ
ス
―
係
員
に
ご
相
談
下
さ

い
。

男
性
用

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ト
―
お
父
様
、

ご
媒
酌
人
様

ブ
ラ
ッ
ク
ス
ー
ツ
―
冠
婚
葬
祭
用

婦
人
会
役
員
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

会
長
・
北
島
千
恵
子

（
ブ
ラ
イ
ダ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

�
六
九
八
―
三
二
六
五

世世界界一一小小ささなな
美美術術館館

徳徳島島河河川川国国道道事事務務所所かかららののおお知知ららせせ

堤防刈草梱包材をどうぞお持ち帰り
ください（堤防刈草梱包材を使って
堆肥をつくってみませんか？）。

ひろ せ ち よ こ ひさ こ あ べ

広瀬千代子・久子・阿部ふみえ
絵封筒切手遊び展

昔より刈り草は非常に大切な資源でした。刈り草を畑
の敷材に利用すれば保水性が良くなり、また、家庭での
生ごみ・落ち葉と刈り草を混ぜると、良質な堆肥ができ
ると言われております。

◎内 容 切手の図案を生かして、

封筒に絵を描いた作品

展（１００点）

◎期 間 ４月１８日～５月１日

◎時 間 午前１０時～午後５時

◎入場料 無料

◎会 場 北島町中村の北島町役

場西隣サンライフ北島

１階ギャラリーカフェ

「世界１小さな美術館」

◎連絡先 澤口（�６９８―１８５８）

徳島河川国道事務所では、堤防に異常がないか点検・確認するため
年２回の堤防除草を行っており、大量の刈草が発生します。この大量
の刈草を梱包して地域の皆様に無料で配布することで刈草処分費削減
に努めています。

引引きき取取りりにに当当たたっっててはは下下記記ままででごご一一報報くくだだささいいまませせ！！

旧吉野川出張所 �６９２―５３５５ 板野郡藍住町

※※おお問問いい合合わわせせはは平平日日のの月月曜曜日日～～金金曜曜日日のの８８：：３３００～～１１７７：：００００ににおお
願願いいししまますす。。

詳しい仮置場などはＨＰで確認してください。
http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/river/yoriyoi/
yoriyoikawa/teiboujyosou/index.html

（９） 町報２０１０．４



■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
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子子子子子子子子子子子子
供供供供供供供供供供供供
達達達達達達達達達達達達
にににににににににににに
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げげげげげげげげげげげげ
たたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいい
』』』』』』』』』』』』

梅

川

正

明

講
師
代
表

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
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手手手手手手手手手手手手
話話話話話話話話話話話話
をををををををををををを
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っっっっっっっっっっっっ
てててててててててててて
みみみみみみみみみみみみ
てててててててててててて
』』』』』』』』』』』』

出

口

し
お
り

高
房

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
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九九九九九九九九九九九九
年年年年年年年年年年年年
間間間間間間間間間間間間
のののののののののののの
成成成成成成成成成成成成
果果果果果果果果果果果果
』』』』』』』』』』』』

大

栗

美

穂

中
村

■
シ
ル
バ
ー
・
さ
わ
や
か「
羽
衣
体

操
」・
さ
わ
や
か
羽
衣
レ
デ
ィ
ー
ス

体
操
講
座
講
師

「「「「「「「「「「「「
健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康
づづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりり
をををををををををををを
自自自自自自自自自自自自
らららららららららららら
デデデデデデデデデデデデ
ザザザザザザザザザザザザ
イイイイイイイイイイイイ
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、、、、、、、、、、、、

自自自自自自自自自自自自
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学学学学学学学学学学学学
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でででででででででででで
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しししししししししししし
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学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習
」」」」」」」」」」」」

武

市

美
津
子

健
康
運
動
指
導
士

■
シ
ル
バ
ー
講
座
受
講
生

『『『『『『『『『『『『
シシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルル
ババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーー
体体体体体体体体体体体体
操操操操操操操操操操操操
十十十十十十十十十十十十
八八八八八八八八八八八八
年年年年年年年年年年年年
』』』』』』』』』』』』

佐

野

進

美

鯛
浜

今
年
に
な
っ
て
、
初
級
者
グ
ル
ー

プ
は
幼
稚
園
児
と
小
学
生
が
加
わ
り
、

八
人
に
成
り
ま
し
た
。
今
ま
で
、
子

供
達
が
来
る
事
は
無
か
っ
た
の
で
驚

き
ま
し
た
が
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
人
数
が
多
く
な
り
中
に
は
、
手

話
が
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
と
か
、

身
振
り
表
情
の
表
現
が
難
し
い
な
ど

の
意
見
も
聞
き
ま
す
。

一
つ
覚
え
て
は
、
二
つ
三
つ
と
忘

れ
た
り
、
先
週
習
っ
た
の
に
今
週
は

忘
れ
て
し
ま
う
。
初
級
者
は
、
手
話

が
初
め
て
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
丁
寧

に
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
ま
す
。

勉
強
す
る
の
は
、
二
時
間
と
言
う

長
い
時
間
で
す
が
、
初
級
者
は
と
っ

て
も
真
剣
に
私
の
手
話
を
見
て
く
れ

ま
す
。

手
話
を
早
く
覚
え
る
よ
り
少
し
ず

つ
で
も
長
く
続
け
て
欲
し
い
と
言
う

の
が
一
番
の
願
い
で
す
。
教
え
る
方

も
大
変
で
す
が
、
参
加
者
の
方
々
が

熱
心
に
覚
え
て
下
さ
る
の
で
、
教
え

が
い
が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
午
後
七
時
よ
り
九
時

ま
で
、
役
場
の
六
階
で
手
話
講
座
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
し
て

頂
け
る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
が
手
話
の
べ
ん
き
ょ
う
を

一
年
生
の
三
月
か
ら
は
じ
め
て
か
ら

一
年
が
た
ち
ま
し
た
。

ど
う
し
て
わ
た
し
が
手
話
を
べ
ん

き
ょ
う
し
よ
う
と
思
っ
た
か
と
い
う

と
わ
た
し
が
ほ
い
く
し
ょ
や
よ
う
ち

園
に
行
っ
て
い
た
時
手
話
コ
ー
ラ
ス

を
し
た
こ
と
が
あ
り
、
お
か
あ
さ
ん

も
ず
っ
と
前
に
手
話
を
べ
ん
き
ょ
う

し
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
わ
た
し

も
手
話
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

は
じ
め
て
の
手
話
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
む

ず
か
し
い
と
思
っ
た
り
も
し
ま
し
た

が
、
自
分
の
手
話
が
先
生
や
み
ん
な

に
わ
か
っ
て
も
ら
え
た
時
は
う
れ
し

く
て
も
っ
と
手
話
で
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

手
話
の
べ
ん
き
ょ
う
で
は
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で
話
を
す
る
こ
と
も
あ
る

し
、
ゆ
び
も
じ
で
話
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

わ
た
し
に
は
、
ま
だ
ま
だ
む
ず
か

し
い
こ
と
ば
も
あ
り
ま
す
。
で
も
こ

れ
か
ら
も
べ
ん
き
ょ
う
を
つ
づ
け
て

手
話
で
話
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
幼
稚
園
の
時
か
ら
、
祖
母
と

一
緒
に
生
涯
学
習
（
手
話
）
に
参
加

し
ま
し
た
。
最
初
は
、
な
か
な
か
上

手
に
出
来
な
か
っ
た
け
ど
、
練
習
を

重
ね
て
い
く
た
び
に
だ
ん
だ
ん
と
上

達
し
て
い
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い

き
先
生
と
手
話
を
使
っ
て
話
す
こ
と

が
、
と
て
も
楽
し
く
感
じ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
全
て
私
に
優

し
く
手
話
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
の
お
か
げ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。小

学
校
六
年
生
の
時
に
は
、
手
話

通
訳
と
い
う
私
に
と
っ
て
と
て
も
良

い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
私
は
幼
稚
園
か
ら
小
学

校
六
年
ま
で
の
間
で
と
て
も
成
長
す

る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
良
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ず
っ

と
、
練
習
に
参
加
を
し
て
聴
覚
障
害

者
の
方
々
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
私
は
今
年
、

高
校
生
に
な
る
の
で
何
か
と
い
ろ
い

ろ
忙
し
く
な
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
、
練
習
に
参
加

し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
今
よ
り

も
っ
と
上
手
に
手
話
が
出
来
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
、
人
に
頼

ら
れ
る
そ
ん
な
人
に
私
は
な
り
た
い
。

私
は
健
康
で
い
た
い
か
ら
運
動
し

よ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
…
一
人
で
は

な
か
な
か
つ
づ
け
ら
れ
な
い
、
楽
し

め
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

し
ょ
う
、
出
来
れ
ば
個
人
の
全
生
涯

の
労
働
、
余
暇
、
そ
の
他
の
活
動
と
、

血
液
が
人
体
を
循
環
す
る
よ
う
に
、

個
人
の
全
生
涯
に
わ
た
っ
て
循
環
さ

せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
集
合
し
た
状

態
で
行
わ
れ
る
、
特
に
体
操
な
ど
は

出
来
な
か
っ
た
身
体
の
動
き
が
出
来

た
り
、
も
う
少
し
つ
づ
け
て
動
け
た

り
、
頑
張
る
意
欲
が
出
て
き
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
も
私
は
全

身
へ
の
刺
激
が
あ
れ
ば
細
胞
が
反
応
、

活
力
も
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

良
い
刺
激
と
な
る
運
動
や
体
操
を

学
ん
で
全
身
の
血
液
を
循
環
さ
せ
、

酸
素
を
脳
へ
、
そ
し
て
生
涯
の
生
き

生
き
と
し
た
�
リ
ズ
ム
�
づ
く
り
を

ぜ
ひ
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
シ
ル
バ
ー
体
操
に
入
り
ま
せ
ん

き
た
じ
ま
２０
号
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■
さ
わ
や
か「
羽
衣
体
操
」レ
デ
ィ
ー

ス
講
座
受
講
生

『『『『『『『『『『『『
いいいいいいいいいいいい
つつつつつつつつつつつつ
まままままままままままま
でででででででででででで
もももももももももももも
若若若若若若若若若若若若
々々々々々々々々々々々々
しししししししししししし
くくくくくくくくくくくく
』』』』』』』』』』』』

西

條

吉

代

北
新
喜
来

■
趣
味
講
座

『『『『『『『『『『『『
新新新新新新新新新新新新
しししししししししししし
いいいいいいいいいいいい
出出出出出出出出出出出出
会会会会会会会会会会会会
いいいいいいいいいいいい
とととととととととととと
発発発発発発発発発発発発
見見見見見見見見見見見見
をををををををををををを
求求求求求求求求求求求求
めめめめめめめめめめめめ
てててててててててててて
』』』』』』』』』』』』

橘

惠

染
色
家

■
趣
味
講
座
受
講
生

『『『『『『『『『『『『
出出出出出出出出出出出出
会会会会会会会会会会会会
いいいいいいいいいいいい
にににににににににににに
感感感感感感感感感感感感
謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝
』』』』』』』』』』』』

栃

澤

智
恵
子

中
村

か
。」と
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が
平
成

四
年
の
春
の
こ
と
で
し
た
。
あ
れ
か

ら
今
年
で
十
八
年
、
思
い
起
こ
す
と

色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
長

い
よ
う
で
短
い
年
月
だ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

毎
週
木
曜
日
の
午
後
、
武
市
美
津

子
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
色
ん
な
こ

と
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。
先
生
は
医

学
の
勉
強
も
な
さ
っ
て
お
り
、
年
を

と
れ
ば
足
腰
が
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
こ
と
、
筋
肉
の
衰
え
の
こ
と
な
ど

高
齢
者
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
も
教

え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
は

「
竹
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
を
中
心
と
し

た
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
は
約
五
十
セ
ン
チ
の
竹
の
棒
を
使

っ
た
体
操
で
す
が
、
竹
を
持
っ
て
背

を
伸
ば
し
た
り
、
椅
子
に
竹
を
立
て

か
け
て
背
中
を
あ
ず
け
て
体
を
揺
す

っ
た
り
し
ま
す
。
肩
が
凝
っ
て
い
る

と
き
な
ど
は
そ
の
動
き
が
心
地
よ
く
、

思
わ
ず
眠
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
武
市
先
生
と
一
緒
に

体
操
を
教
え
て
く
れ
る
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
樫
本
啓
子
さ
ん
は
私
た
ち

の
孫
の
よ
う
な
若
い
方
で
す
が
、
い

つ
も
優
し
く
、
私
達
が
忘
れ
て
い
る

こ
と
も
気
長
く
、
丁
寧
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
樫
本
さ
ん
が
「
皆
さ

ん
と
一
緒
に
体
操
し
て
い
る
時
間
が
、

私
に
と
っ
て
一
番
う
れ
し
い
時
間
で

す
。」と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
私

達
の
ほ
う
こ
そ
「
と
て
も
嬉
し
い
時

間
で
す
よ
、
樫
本
先
生
。」

さ
て
、
今
年
も
生
涯
学
習
成
果
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

北
山
た
け
し
さ
ん
の
「
剣
山
」
で
ボ

ー
ル
体
操
を
、
「
愛
が
す
べ
て
」
で

竹
体
操
を
行
い
ま
し
た
。
本
番
の
舞

台
前
は
本
当
に
緊
張
し
、
心
臓
が
喉

か
ら
飛
び
出
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
終
わ
れ
ば
心
底
ホ
ッ
と
し
、
何

と
も
言
え
ぬ
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
同
じ
気
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
で
は
、
シ
ル
バ
ー
体
操
が
生
活

の
一
部
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
お
会
い

で
き
な
い
一
週
間
が
寂
し
い
気
持
ち

で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
十
九
年
、

二
十
年
と
シ
ル
バ
ー
体
操
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
私
の
拙
い
文
を
お
読
み
に
な

っ
て
、
少
し
で
も
関
心
を
持
た
れ
た

方
、
一
度
「
シ
ル
バ
ー
体
操
」
を
覗

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

去
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
い
つ
ま

で
も
若
々
し
い
体
作
り
」
で
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
作
り
と

細
め
に
動
く
事
で
パ
ス
？

椅
子
体
操
か
ら
始
ま
り
、
竹
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
、
ソ
フ
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て
の
柔
軟
体
操
、

羽
衣
、
鈴
を
使
っ
て
の
リ
ズ
ム
体
操
、

自
立
神
経
を
鍛
え
、
肩
こ
り
、
腰
痛

予
防
、
改
善
を
目
指
し
い
い
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
月
一
度
の
体
力
測
定

で
は
体
の
変
化
を
数
字
で
確
認
し
ド

キ
ド
キ
の
瞬
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

ま
た
目
標
も
出
来
ま
す
。
生
涯
発
表

会
で
は
、
緊
張
の
中
二
曲
発
表
し
、

日
頃
の
真
面
目
な
練
習
が
大
切
だ
と

実
感
、
反
省
し
ま
し
た
。
冷
や
さ
な

い
、
筋
肉
を
落
と
さ
な
い
、
食
べ
す

ぎ
な
い
、
楽
し
く
学
ぶ
の
四
つ
の
健

康
提
案
を
友
人
か
ら
教
え
ら
れ
実
行

し
た
い
、
明
日
の
為
に
今
日
を
元
気

で
と
思
っ
て
い
ま
す
。
仲
間
が
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

私
達
の
和
の
中
へ
一
歩
踏
み
込
ん
で

み
ま
せ
ん
か
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
は
じ
め
て
の
藍
染
」
で
は
、
伝

統
的
な
技
法
の
型
染
を
基
本
か
ら
学

習
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
講
座
の
目
標
は
、
型
紙
デ
ザ

イ
ン
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
自
然
界
の
造
形
や
、

伝
統
的
な
「
デ
ザ
イ
ン
」
に
興
味
を

持
て
ば
、
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
す
。

藍
染
の
完
成
ま
で
は
、
時
間
が
か

か
り
、
染
上
り
作
品
を
想
像
す
る
の

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

は
「
あ
と
の
お
楽
し
み
」
と
心
得
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
通
り
の
講
座
を
終
了
し
た
方

は
、
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」
講
座
に

移
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
型
染
に
「
手
描
き
」

や
「
段
ぼ
か
し
」
の
手
法
を
使
っ
て
、

藍
染
の
地
色
に
変
化
を
つ
け
ま
す
。

思
い
が
け
ず
、
美
し
い
効
果
が
生

ま
れ
た
時
、
今
ま
で
の
苦
労
が
ふ
き

と
ぶ
よ
う
な
感
動
を
味
わ
え
ま
す
。

藍
染
講
座
を
通
し
て
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
、
よ
り
理
解
す
る
と
と
も

に
、
新
し
い
出
会
い
と
発
見
の
場
に

し
た
い
も
の
で
す
。

徳
島
、
北
島
町
に
県
外
か
ら
移
り

住
ん
で
一
年
経
ち
ま
す
。
新
し
い
出

会
い
を
求
め
て
何
か
に
夢
中
に
な
れ

る
こ
と
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
縁
あ
っ
て
徳
島
に
来
た
の
だ
か

ら
、
徳
島
ら
し
い
文
化
に
出
会
い
た

い
、
地
域
の
人
と
仲
良
く
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
た
時
、
生
涯
学
習
講
座

「
は
じ
め
て
の
藍
染
」
を
知
り
ま
し

た
。
藍
の
型
染
は
、
北
島
町
無
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
伝
統
工
芸
で
す
。

こ
ん
な
身
近
に
、
徳
島
の
文
化
に
触

れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
な
ん
て
、

と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。
初
心
者

に
と
っ
て
、
図
案
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

図
柄
を
カ
ッ
タ
ー
で
彫
る
こ
と
、
紗

張
り
し
て
糊
漬
け
す
る
な
ど
、
す
べ

て
の
作
業
が
難
し
く
て
作
品
と
な
る

の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、

て
い
ね
い
に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
、
意
見
交
換
し
あ
っ
た
仲
間

に
さ
さ
え
ら
れ
、
自
分
の
作
品
が
で

き
あ
が
っ
た
時
は
、
と
て
も
感
動
で

し
た
。
ま
た
、
「
型
染
」
が
、
デ
ザ

イ
ン
か
ら
反
物
に
な
る
ま
で
の
本
物

の
工
程
を
見
せ
て
頂
き
、
改
め
て
伝

統
工
芸
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
経
験
が
で
き
た
生
涯
学
習
講

座
と
新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
に
感

謝
し
ま
す
。

北
島
町
で
は
一
人
ひ
と
り
が

学
ぶ
こ
と
で
豊
か
な
心
を
は
ぐ

く
み
、
同
時
に
み
ん
な
で
助
け

あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
生
涯

学
習
を
応
援
し
ま
す
。

北
島
町
生
涯
学
習
推
進
会
議

北

島

町

教

育

委

員

会

�
六
九
八
―
九
八
一
二
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北北
島島
北北
公公
園園
総総
合合
体体
育育
館館

（（
ササ
ンン
フフ
ララ
ワワ
ーー
ドド
ーー
ムム
））
だだ
よよ
りり

◎
行
事
予
定
（
４
月
・
５
月
）

★
４
月
２５
日
�

９
時

ひ
ょ
う
た

ん
杯
空
手
道
大
会

★
４
月
２９
日
�

９
時

徳
島
県
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
高
校
選
手
権
大
会

★
５
月
９
日
�

９
時

徳
島
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
大
会

★
５
月
１６
日
�

９
時

北
島
ラ
イ

オ
ン
ズ
剣
道
大
会

★
５
月
２３
日
�

９
時

徳
島
県
ク

ラ
ブ
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

★
５
月
３０
日
�

９
時

第
１８
回
夏

季
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

※
お
問
い
合
わ
せ

北
島
北
公
園
総

合
体
育
館（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ド
ー
ム
）

�
６
９
７
―
３
２
４
１

◎
第
２２
回
北
島
町
少
年
少
女

駅
伝
大
会
が
、
２
月
２８
日
北

公
園
総
合
体
育
館
周
辺
コ
ー

ス
で
１
区
間
１
・
６
�
の
７

区
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

男
子
１４
チ
ー
ム
・
女
子
１０

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
北

島
小
学
校
Ａ
チ
ー
ム
が
見
事

ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

◎
第
３３
回
北
島
町
歩
け
歩
け

運
動
が
３
月
１４
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
１
２
６
名
の
参
加
が
あ

り
、
高
房
方
面
を
歩
き
円
通
寺
・
八

幡
神
社
で
北
島
町
の
文
化
財
を
見
学

し
ま
し
た
。

そ
の
内
の
円
通
寺
に
あ
る
極
楽
廿

五
菩
薩
来
迎
図
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な

け
ん
ぽ
ん

絹
本
に
描
か
れ
て
お
り
、
劣
化
を
防

ぐ
た
め
普
段
は
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
普
段
見
ら
れ
な
い

文
化
財
を
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ま

た
と
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

表
記
、
全
国
選
抜
予
選
会
で
パ
ー
プ

ル
阿
波
チ
ー
ム
（
ミ
ド
ル
女
）
高
畠
美

津
子
さ
ん
、
徳
島
藍
チ
ー
ム
（
シ
ニ
ア

男
子
）
島
崎
博
文
さ
ん
が
大
活
躍
し
栄

え
あ
る
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
来
る
５
月

２９
・
３０
日
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
大
会
出
場
の
資
格
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
大
会
３
コ
ー
ト
を
制
覇
し
た

皆
さ
ん

競
技
者

田
代

宗
男

〃

松
岡

信
恵

〃

貞
光

芳
保

〃

乙
宗

幸
子

（
主
）
〃

高
畠
美
津
子

北北

島島

町町

体体

育育

協協

会会

だだ

よよ

りり

完歩証の記念品をもらっています。

『
３
月
度
月
例
杯
』

期

日

３
月
５
日
�

参
加
数
５２
名

場

所

北
島
町
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

優

勝

柏
木

操

３５
打

準
優
勝

柏
木

悦
江

３５
打

第
３
位

高
山

文
生

３６
打

第
４
位

納
部

和
男

３６
打

第
５
位

武
知

功

３７
打

『
板
野
郡
Ｇ
Ｇ
松
茂
大
会
』

期

日

３
月
１３
日
�

参
加
数
１
５
１
名

場

所

徳
島
県

月
見
ケ
丘
海
浜
公
園

第
５
位

田
中

勢
次

３
Ｒ
５８
打

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

大
寺
富
美
子

２
Ｒ
目
１２
打
Ｈ
―
３

日
本
Ｇ
Ｇ
協
会
表
彰

三
月
度
月
例
大
会
で
鎌
田
さ
ん

が
ベ
ス
グ
ロ
優
勝
。県
外
の
大
会

に
お
い
て
も
各
部
門
で
三
名
の

方
々
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

北
島
町
Ｔ
Ｂ
Ｇ

協
会
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

Ｈ
Ｄ

Ｎ
Ｔ

２
・
２７

二
月
度
ペ
ア
マ
ッ
チ

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

２３
名

優

勝

山
田

隆
章

筒
井

英
幸

準
優
勝

福
原

久
美

井
出

輝
久

第
三
位

吉
村

和
馬

池
田

滋

１８１２１５

６１６６６８

３
・
７

内
子
平
成
ク
ラ
ブ
杯

場
所

内
子
町
小
田
川
緑
地
公
園
コ
ー
ス

４３
名

男
子
一
般
部
門

第
三
位

筒
井

英
幸

男
子
シ
ニ
ア
部
門

優

勝

田
村

健
治

女
子
部
門

優

勝

岡
部

文
子

７２６９８０

３
・
１３

三
月
度
月
例
大
会

場
所

親
水
ゆ
と
り
芝
コ
ー
ス

３９
名

優

勝

鎌
田

勲

準
優
勝

前
川

誠
治

第
三
位

山
田

隆
章

ベ
ス
グ
ロ
賞

鎌
田

勲

１１１７３６

６３６５６７７４

３
・
１４

第
十
一
回
岡
山
ふ
れ
あ
い
大
会

場
所

藤
田
リ
バ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス

１１１
名

男
子
シ
ニ
ア
部
門

第
四
位

田
村

健
治

男
子
ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
部
門

準
優
勝

井
出

輝
久

７６７７

春
一
番
に
負
け
じ
と

果
敢
に
攻
め
て
勝
ち
を
取
る

北
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

部
だ
よ
り

月
・
日

大

会

名

称

チ
ー
ム
・
人
員

成

績

主
催
・
会
場

３
・
８

第
５２
回
北
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
杯
大
会

５
・
２５

優

勝

大
洋
Ｂ

第
二
位

寿
・
北
中
北
島
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

町
中
央
会
場

３
・
１３

北
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
杯
大
会

５
・
２３

優

勝

寿
・
北
中

第
二
位

大
洋
Ａ

〃

３
・
１４

第
２５
回
全
国
選
抜
大
会
県
予
選
会

４３
・
２３０

シ
ニ
ア
男

３
敗

シ
ニ
ア
女

２
勝
１
敗
徳
島
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

田
宮
陸
上
競
技
場

３
・
１８

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
板
野
大
会

１２
・
６５

３
勝

大
洋
Ａ

２
勝
１
敗

か
が
や
き

板
野
町
協
会

板
野
町
会
場

北
島
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
だ
よ
り
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サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島
だ
よ
り

北
島
町
高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室（
い
き
い
き
・
い
き
が
い
教
室
）

前

期

受

講

生

募

集

【
受
講
期
間
】

平
成
二
十
二
年
五
月
〜
十
月

【
受
講
資
格
】

北
島
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
六
十

五
歳
以
上
（
二
十
二
年
度
内
に
六
十

五
歳
に
な
る
方
も
可
）
で
、
介
護
保

険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
。

【
受
講
内
容
等
】

表
①
の
と
お
り

【
開
催
場
所
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

【
申
込
受
付
】

四
月
十
九
日
�
午
前
九
時
三
十
分

よ
り
先
着
順
に
受
付
。
（
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
締
切
）

【
申
込
方
法
】

規
定
の
申
込
書
に
記
入
・
捺
印
し

受
講
料
を
添
え
て
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北

島
に
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】

①
申
込
は
、
本
人
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由

で
本
人
が
、
申
込
で
き
な
い
場
合
に

限
り
、
代
理
人
の
申
込
で
も
構
い
ま

せ
ん
。

②
電
話
、
F
A
X
で
の
申
込
は
、
受

付
い
た
し
ま
せ
ん
。

③
都
合
に
よ
り
、
コ
ー
ス
の
変
更
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無

料

体

験

教

室

【
受
講
資
格
】

北
島
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
六
十

五
歳
以
上
（
二
十
二
年
度
内
に
六
十

五
歳
に
な
る
方
も
可
）
で
、
介
護
保

険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
。

【
受
講
料
】

無
料

【
受
講
内
容
等
】

表
②
の
と
お
り

【
開
催
場
所
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

【
申
込
受
付
】

四
月
十
二
日
�
午
前
九
時
三
十
分

よ
り
電
話
又
は
サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

窓
口
に
て
先
着
順
に
受
付
。
（
た
だ

し
、定
員
に
な
り
次
第
、受
付
締
切
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

サ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
北
島

�
六
八
三
―
二
三
八
八

表①

表②

桜桜

のの

植植

樹樹

二
月
二
十
一
日
に
北
島
北
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
周
辺
に
町
長
さ
ん
と
会
員

十
一
名
で
枝
垂
れ
桜
八
本
、
ボ
タ
ン

桜
四
本
を
植
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
昨

年
の
十
六
本
と
合
わ
せ
、
二
十
八
本

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
桜
を
守
り
育
て
て
満
開

の
花
の
下
で
お
花
見
を
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
美
化
活
動
を
続
け
て
ゆ
き

た
い
と
会
員
一
同
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。北

島
北
公
園
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
よ
り
花
一
杯
の
公
園
で
す
。
こ

ち
ら
に
お
越
し
の
折
に
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
周
辺
の
散
策
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

現
在
、
会
員
募
集
中
で
す
。
花
好

き
の
方
は
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

連
絡
先

北
島
北
公
園
総
合
体
育
館

�
六
九
七
―
三
二
四
一

準備するもの

室内シューズ
運動できる服装
タオル

水着
スイミングキャップ

室内シューズ
運動できる服装
タオル

受 講 内 容

音楽に合わせて楽しくパンチやキックをリズミカル
に繰り出していき、日常のストレス発散することを
目指します。

水の特性を生かし、水中歩行や水圧を利用した筋力
トレーニング（全身の筋力維持、向上）を目指します。

ストレッチ体操や、老化防止の筋力トレーニングを
指導します。

加齢にともない体が硬くなることをストレッチで体
を柔軟にし、筋力トレーニングで筋力を維持し、体
の老化を防ぐことを目的に指導します。

ツボを刺激して腰痛、肩こり、ストレス、胃腸など
内臓に働きかけます。

阿波踊りビクスなどを交え、楽しい音楽に合わせて
無理なく全身を動かします。

器具（ストレッチボール）を用いて体幹の歪みを矯正する
ことで、肩こり、膝・腰痛の予防改善を目的に指導します。

簡単な体操で、筋肉の縮みや緩み、骨盤の歪みを解
消することを目指します。

時 間

１０：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

１０：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

受講日

４／１２

４／１２

４／１３

４／１４

４／１６

定員

１０名

教 室 名

カーディオキック

いきいき

いきがい体操

美容・顔ヨガ

１０歳若返りゆるゆ
る体操

柔軟体操で身体す
っきり

自力整体

受講料

１２０９０円

４６５０円

受講回数

４１

１７

内 容

週２回水の特性を生かし、水中歩行や水圧を利用した筋力
トレーニングで全身の筋力維持、向上を目指します。

週１回プールで水中歩行、週１回トレーニング室で筋
力トレーニングをし、全身の筋力維持、向上を目指し
ます。

音楽に合わせて楽しくパンチやキックをリズミカルに繰り出し
ていき、日常のストレスを発散することを目指します。

水中運動で腰・膝痛の予防改善及び、筋力の向上を目
指します。

クロール、背泳ぎの基本から練習をし、楽な泳ぎがで
きることを目指します。

加齢にともない体が硬くなることをストレッチで体を柔軟にし、筋
力トレーニングで筋力を維持し、体の老化を防ぐことを目指します。

ツボを刺激して腰痛、肩こり、ストレス、胃腸など内
臓に働きかけます。

阿波踊りビクスなどを交え、楽しい音楽に合わせて無
理なく全身を動かします。

器具（ストレッチボール）を用いて体幹の歪みを矯正す
ることで、肩こり、膝・腰痛の予防改善を目指します。

簡単な体操で、筋肉の縮みや緩み、骨盤の歪みを解消
することを目指します。

時 間

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

１０：３０～１１：３０

１５：００～１６：００

１３：４０～１４：４０

１０：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

１３：３０～１４：３０

１５：００～１６：００

曜日

月・水

月・水

火・金

火・金

月

火

水

金

定員

２０名

１０名

２０名

１０名

１０名

１５名

教室名

いきいきB

いきいきA

いきいきC

いきいきD

カーディオ
キック

はじめての水
中歩行

はじめての
水泳

いきがい体操

美容・顔ヨガ

１０歳若返りゆ
るゆる体操

柔軟体操で身
体すっきり

自力整体

No.

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

北
公
園
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
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板
野
東
部
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
務
所 

　
　
　
　  

（
松
茂
町
役
場
内
） 

　
　
　
電
話
六
九
九
―
三
四
四
一 

相
談
　
電
話
六
九
九
―
六
六
一
一 

ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

平
成
二
十
一
年
十
月
か
ら
本
年
三

月
に
か
け
て
、
前
後
八
回
に
わ
た
り

内
閣
府
主
催
の
ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
（
専
門
的
な
相
談
員
）
養
成
講
習

会
が
上
板
町
で
開
催
さ
れ
、
去
る
三

月
九
日
に
、
全
課
程
を
終
了
し
ま
し

た
。
こ
の
講
習
会
に
は
当
補
導
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
職
員
が
参
加
し
、
大
学

教
授
等
の
講
義
や
、
ケ
ー
ス
検
討
会

議
が
行
わ
れ
参
加
者
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
等
で
ス
タ
ン
ス
の
異
な

る
立
場
の
人
と
意
見
を
交
わ
し
あ
い

貴
重
な
経
験
を
積
み
、
内
閣
府
か
ら

修
了
証
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

本
講
習
会
は
、内
閣
府
に
よ
り「
地

域
に
お
け
る
若
者
支
援
の
た
め
の
体

制
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
一
人
で
も

多
く
の
子
ど
も
・
若
者
が
総
合
的
・

継
続
的
に
相
談
で
き
る
ユ
ー
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
と
、
地

域
の
若
者
の
自
立
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
作
り
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
今
社
会
的

問
題
と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
の
不

登
校
、
高
校
の
中
途
退
学
、
若
年
無

業
者
、
ひ
き
こ
も
り
等
深
刻
な
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
解
消

す
る
た
め
の
施
策
と
し
て
全
国
で
地

域
を
選
定
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業

で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
年
度
の
文
科
省
の
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
小
学
校
で
は
三
一

四
人
に
一
人
、
中
学
校
で
は
三
五
人

に
一
人
が
不
登
校
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
高
校
の
中
途
退
学
者
率
は
二
％

で
推
移
し
、
若
年
無
業
者
は
八
十
万

人
前
後
、
ひ
き
こ
も
り
世
帯
数
は
約

三
十
二
万
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
が
持
続
す
る
と
将
来

的
に
は
社
会
に
と
っ
て
看
過
で
き
な

い
大
変
な
問
題
が
持
ち
上
が
っ
て
く

る
と
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応

す
る
た
め
、本
年
四
月
一
日
か
ら「
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
」
が

施
行
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
が
自
立

困
難
な
若
者
を
地
域
全
体
で
円
滑
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
地
域
協
議
会
を

設
置
す
る
こ
と
に
努
め
る
も
の
と
規

定
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ー
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
こ
ど

も
・
若
者
に
対
す
る
理
解
者
・
相
談

者
・
支
援
者
・
指
導
者
へ
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
段
階
的
に
養
成
し
て
お

り
、
次
年
度
以
降
も
引
き
続
き
講
習

会
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
今
後
こ

こ
で
得
た
知
識
を
生
か
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

警察署だより

高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多多発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
留留学学生生歓歓迎迎パパーーテティィーー 平成２２年：死亡事故１０件。内高齢者の死亡事

故が５件
【高齢者死亡事故の内訳】
自動車運転中 ２件
自転車乗車中 ２件
道路横断中 １件

留学生紹介・ゲーム等。軽食を取りながら歓談しましょう。
日 時 ５月９日� １１：００～１４：００
場 所 北島町役場７Ｆ
参加費 会員および外国人留学生／無料

非会員／高校生以上１，０００円 中学生以下５００円
Date : May.9th,2010(Sunday)
Time : 11 : 00～14 : 00
Place : Kitajima-cho Town Office 7F
Fee : Foreign students=Free of charge

☆北島町国際交流協会総会のお知らせ☆
日 時 ５月９日�１０：００～１１：００
場 所 北島町役場５Ｆ大会議室
☆ただいま会員募集中☆
随時入会可能です。北島町以外にお住まいの方も歓迎！
今年度より会費の値下げも予定しておりますので、是非、

お気軽にご連絡下さい。
連絡先 北島町役場総務課 �６９８―９８０１
大寺 fwhiroshi@yahoo.co.jp 割石 �６９８―８２１７
主催 北島町国際交流協会 http://kifa2k2.infoseek.co.jp/

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
＊車に乗るときは必ずシートベルトをつけて下さい。
＊自転車を運転するときも、安全運転と十分な安全
確認を心がけて下さい。
＊道路を横断するときは、見通しの悪い場所を避け
て、十分な安全確認をしてから渡りましょう。
＊夜間や天候の悪い日の外出は、なるべく控えまし
ょう。
＊夜間に外出する場合は、明るい服装、反射タスキ
等を着用するようにしましょう。

徳島北警察署
�６９８―０１１０

（１４）町報２０１０．４
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退
職
後
始
め
た
趣
味
の
一
つ
に
、

孫
達
の
写
真
を
撮
る
楽
し
み
を
き

っ
か
け
に
始
め
た
写
真
撮
影
が
あ

り
ま
す
。
遊
園
地
な
ど
に
連
れ
て

行
き
二
、
三
十
枚
撮
影
し
た
な
か

で
、
何
枚
か
楽
し
そ
う
な
孫
の
表

情
の
写
真
が
出
来
上
が
る
と
心
が

癒
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
現
役
時

代
か
ら
の
趣
味
の
一
つ
で
も
あ
る

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
を
考
え
始
め
た
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
作
品
で
す
。
そ

れ
は
何
枚
か
の
写
真
を
パ
ソ
コ
ン

上
で
合
成
し
て
、
現

実
に
は
あ
り
得
な
い

夢
の
作
品
を
仕
上
げ

る
こ
と
で
す
。
ア
ン

パ
ン
マ
ン
と
孫
の
写

真
を
合
成
し
て
、
ツ

ー
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真

を
作
り
、
孫
が
喜
ん

で
く
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
本
格

的
に
始
め
ま
し
た
。
雲
の
上
で
ジ

ャ
ン
プ
す
る
孫
達
、
ラ
イ
オ
ン
の

背
に
乗
る
孫
達
、
花
び
ら
の
中
に

入
っ
て
る
孫
達
な
ど
の
夢
の
世
界

の
写
真
作
り
に
熱
中
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
難
し

さ
に
直
面
し
ま
し
た
。
合
成
す
る

写
真
の
切
り
抜
き
も
、
最
初
は
上

手
く
い
か
ず
何
回
も
失
敗
し
ま
し

た
が
、
経
験
を
積
み
、
し
だ
い
に

技
術
も
向
上
し
上
手
く
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
切
り
抜
い
た

後
の
写
真
も
、
貼
り
つ
け
る
写
真
の

ピ
ン
ト
に
合
う
よ
う
に
縁
を
少
し
ぼ

か
し
た
り
す
る
技
法
も
覚
え
ま
し
た
。

一
番
の
問
題
は
色
合
い
調
整
で
す
。

特
に
人
物
の
顔
の
色
合
い
調
整
は
難

し
い
。
太
陽
の
も
と
で
撮
影
し
た
人

物
と
、
室
内
で
撮
影
し
た
人
物
の
顔

の
色
合
い
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

影
を
含
め
て
そ
の
調
整
は
困
難
で
し

た
が
、
カ
ラ
ー
調
整
な
ど
工
夫
し
、

で
き
る
だ
け
不
自
然
で
な
い
写
真
作

り
に
努
力
を
し
ま
し
た
。
よ
み
う
り

写
真
大
賞
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト

部
門
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
挑

戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

ず
構
想
を
考
え
る
の
に
一
苦
労
。

孫
達
が
水
族
館
で
水
槽
を
見
て

い
る
写
真
を
見
て
、
こ
の
水
槽

の
中
に
孫
達
を
魚
と
一
緒
に
泳

が
し
た
い
と
い
う
構
想
が
浮
か

び
、
夏
に
孫
達
が
遊
び
に
来
て
、

家
で
簡
易
プ
ー
ル
で
遊
ん
で
い

た
時
の
孫
の
写
真
を
水
槽
の
中

に
合
成
。
無
事
入
選
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
娘
婿
と
行
っ
た
ゴ
ル

フ
場
の
芝
生
を
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

祭
り
の
時
に
撮
影
し
た
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
で
埋
め
尽
く
し
た
り
、
町
内

の
レ
ン
コ
ン
畑
の
ハ
ス
の
葉
の
上

に
乗
り
、
雨
宿
り
す
る
孫
達
の
姿

を
創
作
し
た
り
（
写
真
参
照
）、池

の
中
に
群
が
る
鯉
の
中
に
イ
ル
カ

を
入
れ
「
仲
良
く
し
て
ね
」
と
い

う
題
で
応
募
し
た
写
真
な
ど
が
入

選
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の

コ
ン
テ
ス
ト
は
終
了
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
機
会
あ
る
ご
と
に
、
現

実
に
は
あ
り
得
な
い

楽
し
い
夢
の
写
真
作

り
を
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
何

か
新
し
い
も
の
の
創

作
は
ぼ
け
防
止
に
も

繋
が
る
と
思
っ
て
…
。

随筆

（４７９）

「
夢
の
写
真
作
り
」

中
村古

字

博
昭

よみうり写真大賞 デジタルアート部門 入選作品
「雨宿り」

『
将
棋
大
会
』

平
成
二
十
一
年
度
高
齢
者
生
き
が

い
講
座
作
品
展
、
催
し
物
発
表
会
が

三
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
日
に
開
催
さ
れ
た
『
将
棋
大

会
』（
将
棋
世
話
人

滝

寿
男
）
の

結
果
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

Ａ
組

優

勝

南

利
夫

四
勝
一
敗

以
下
は
同
率
で
し
た
が
、
年
齢
規

程
に
よ
る

準
優
勝

小
泉

正

三
勝
二
敗

三

位

坂
田
啓
太
郎

三
勝
二
敗

Ｂ
組

優

勝

水
主

芳
博

五
勝

準
優
勝

坂
本

末
一

三
勝
二
敗

三

位

板
東

省
二

三
勝
二
敗

将
棋
講
座
で
は
、
新
規
参
加
者
が

減
っ
て
大
会
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
流
行
の
「
脳
の
活
性
化
」
の

た
め
に
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

藤
棚
の
下
に
憩
え
る
巡
礼
子

森

し
げ
る

日
を
返
す
波
間
に
ひ
ゅ
う
と
海
女
の
笛

青
木

拓
朗

水
車
音
峡
に
響
き
て
水
温
む

阿
部

蒼
空

館
内
に
響
く
歌
声
日
脚
伸
ぶ

大
西

通
世

花
冷
や
話
題
を
持
ち
て
友
見
舞
う

阿
部
久
美
子

抹
香
の
匂
い
流
れ
て
涅
槃
絵
図

川
村
ユ
キ
ヱ

紙
雛
に
目
鼻
生
れ
る
筆
の
先

近
藤

与
祢

大
師
像
桜
古
木
を
傘
と
し
て

滝
上

由
香

お
ひ
ず
る

笈
摺
を
負
ひ
て
う
た
た
寝
花
遍
路

仁
木
つ
と
む

木
瓜
の
花
旧
家
を
守
り
通
し
ゐ
て

広
瀬

徳
江

い
か
な
ご

�
子
に
生
姜
た
っ
ぷ
り
釘
煮
炊
く

藤
岡

紫
乃

野
焼
き
し
て
夜
雨
の
匂
ふ
安
堵
か
な

松
岡

乙

今
日
の
無
事
春
夕
焼
に
謝
す
思
い

松
浦

勝
江

里
山
の
芽
吹
き
の
赤
く
そ
ろ
ひ
け
り

村
田
み
ど
り

句
を
拾
ふ
旅
し
て
花
の
吉
野
山

長
尾
寿
美
子

し
た
た認
め
し
便
り
に
花
の
連
句
添
え

村
尾

芦
月

散
る
花
や
山
懐
の
休
み
窯

橋
本
ま
さ
よ
し

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

春
筍
を
掘
る
や
土
ご
と
香
り
ご
と

山
本

和
子

町 報 俳 壇 高高
齢齢
者者
生生
きき
がが
いい
講講
座座
発発
表表
会会
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慶慶

弔弔

（２月届分）

お

く

や

み

私
は
大
学
時
代
、

在
日
朝
鮮
人
差
別
と

部
落
差
別
を
日
常
的

に
見
聞
き
し
て
い
ま

し
た
。
京
都
の
人
の

閉
鎖
性
と
高
慢
さ
と

に
嫌
気
が
差
し
、
卒
業
と
同
時
に
ふ

る
さ
と
の
阿
南
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

今
か
ら
二
十
八
年
前
の
こ
と
で
す
。

大
学
時
代
の
忘
れ
ら
れ
な
い
も
う

ひ
と
つ
の
思
い
出
が
、

七
週
間
の
ア
メ
リ
カ

縦
横
断
の
旅
で
す
。

ア
ル
バ
イ
ト
で
も
ら

っ
た
給
金
を
コ
ツ
コ

ツ
貯
め
、
そ
の
お
金

で
飛
行
機
の
切
符
を

買
い
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
空
港
に
降
り
立
ち

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら

大
陸
横
断
バ
ス
を
乗

り
継
ぎ
、
南
か
ら
北

へ
、
西
か
ら
東
へ
、

グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ

ン
、
自
由
の
女
神
、

ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝

等
々
書
き
き
れ
ま
せ

ん
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
の
レ
ー
ガ
ン
大
統

領
執
務
室
ま
で
見
学

し
た
旅
は
、
今
で
も
私
の
中
で
鮮
や

か
な
感
動
の
記
憶
と
な
っ
て
い
ま
す
。

帰
国
後
家
族
に
旅
の
土
産
話
を
し

て
い
る
と
、
祖
母
が
ふ
と
「
外
人
っ

て
白
い
な
。」と
も
ら
し
ま
し
た
。「
ほ

ん
な
こ
と
な
い
よ
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

白
い
人
も
黒
い
人
も
黄
色
い
人
も
お

る
よ
。」と
重
ね
て
説
明
し
て
も
、「
ほ

う
で
え
、
外
人
っ
て
白
い
で
え
。」と

譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
祖
母

は
、
肌
の
白
い
人
だ
け
が
外
国
人
で

あ
る
と
信
じ
た
ま
ま
他
界
し
ま
し
た
。

人
は
、
一
度
信
じ
こ
ん
で
し
ま
う
と

な
か
な
か
自
分
の
考
え
を
変
え
な
い

よ
う
で
す
。

朝
鮮
・
李
朝
時
代
（
十
六
世
紀
）

大
井
戸
茶
碗

喜
左
衛
門

京
都
孤

蓬
庵

口
径
十
五
・
五
�
」
何
の
こ

と
か
と
い
う
と
写
真
の
「
井
戸
茶

碗
」
で
す
。

茶
碗
と
言
っ
て
も
日
本
に
二
つ
と

な
い
国
宝
で
す
か
ら
、
よ
ほ
ど
の
熟

練
職
人
が
作
り
上
げ
た
高
貴
で
高
価

な
茶
碗
か
と
思
い
き
や
、
十
六
世
紀

の
韓
国
で
は
、
ご
く
普
通
の
庶
民
が

日
常
的
に
使
用
し
て
い
た
安
物
の
量

産
品
で
し
た
。
写
真
を
見
れ
ば
、
決

し
て
細
工
が
良
い
と
は
言
え
な
い
茶

碗
で
あ
る
こ
と
が
お
分
か
り
頂
け
る

と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を

当
時
の
日
本
の
茶
人
達
が
究
極
の

「
わ
び
の
美
」
と
し
て
評
価
し
た
も

の
で
す
か
ら
、
た
ち
ま
ち
青
磁
や
白

磁
を
超
え
る
高
麗
茶
碗
の
最
高
ブ
ラ

ン
ド
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

物
の
価
値
は
、
言
う
べ
き
人
が
言
う

と
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
国
宝
を
作
り
出
し

た
陶
工
達
の
子
孫
は
、
今
日
の
日
本

で
理
不
尽
な
差
別
を
受
け
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
ブ
は
野
球
の
必
需
品
で
す

が
、
有
名
メ
ー
カ
ー
は
有
名
選
手
を

起
用
す
る
な
ど
し
て
自
社
製
品
の
ブ

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。
イ
チ
ロ
ー
が
ど
の
メ
ー
カ
ー

の
グ
ラ
ブ
を
使
っ
て
い
る
か
は
、
野

球
少
年
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
ブ
だ
け
に
限
り
ま

せ
ん
が
、
大
手
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー

カ
ー
は
直
接
自
社
工
場
で
製
品
を
作

る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
下
請
け
、

孫
請
け
、
ひ
孫
受
け
工
場
等
に
発
注

し
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
安
価
な
労
働
力
の
中

国
製
品
等
に
押
さ
れ
気
味
で
す
が
、

値
段
が
高
く
て
も
売
れ
る
と
自
信
を

持
っ
て
販
売
し
て
い
る
製
品
は
決
ま

っ
て
日
本
製
で
す
。
日
本
に
は
そ
れ

だ
け
信
用
の
お
け
る
製
品
を
作
る
技

術
を
持
っ
た
職
人
さ
ん
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
日
本
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
の
グ
ロ
ー
ブ
の
ほ

と
ん
ど
は
、
関
西
で
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
こ
の
誰
が
作
ろ
う
と
「
良

い
も
の
は
良
い
」
と
、
噂
に
惑
わ
さ

れ
ず
良
い
品
質
を
見
抜
く
目
を
持
つ

仕
入
担
当
が
い
る
会
社
は
、
繁
盛
す

る
よ
う
で
す
。

有
名
メ
ー
カ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
を
支

え
る
信
用
有
る
製
品
を
産
み
出
す
人

達
。
そ
ん
な
人
達
を
生
ま
れ
で
判
断

す
る
人
達
が
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
日

本
に
は
真
実
を
見
抜
く
目
を
持
て
な

い
人
達
が
ま
だ
い
る
よ
う
で
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶茶
碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗碗
とととととととととととととととととととと
ググググググググググググググググググググ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

北
島
町
教
育
委
員
会
（
県
教
育
委
員
会
派
遣
社
会
教
育
主
事
）

杉

本

良

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

岸

章

仁

中

村

株

田

美

奈

鳴
門
市

箱

田

祐

之

阿
南
市

井

上

佳
代
子

北

村

振

津

敬

大

新
喜
来

秋

山

麻

依

香
川
県

下

谷

賢

奈
津
子

ま

や

二
女

真

矢

中

村

関

本

輝

彦

寿

美

み
ず

き

二
男

瑞

輝

江

尻

酒

巻

祐

希

か
お
り

ひ
め

か

長
女

妃

花

江

尻

杓

谷

克

彦

由
香
理

け
い

長
男

慶

江

尻

兵

庫

靖

宜

ゆ
み
え

こ
う

し

ろ
う

長
男

孔
士
郎

高

房

松

榮

健

次

あ
ず
さ

か
い

り

長
男

海

吏

高

房

馳

川

洋

彩

子

み

お

長
女

美

桜

中

村

藤

枝

孝

行

真
由
美

さ
く

ら

二
女

咲

良

中

村

宮

田

篤

陽

子

ま

き

長
女

真

希

鯛

浜

小

畠

一

徹

結

花

み

ひ

ろ

長
男

望

滉

中

村

島

田

雅

仁

裕

美

か

ほ

長
女

佳

歩

中

村

佐

野

陽

平

美

輪

ゆ

い

な

長
女

由

奈

鯛

浜

黒

神

ハ
ナ
ヱ
（
９８
歳
）
高

房

渡

邊

正

一
（
９７
歳
）
新
喜
来

天

羽

タ
メ
ノ
（
９１
歳
）
高

房

中

谷

正

弘
（
７４
歳
）
高

房

山

田

治

雄
（
９１
歳
）
江

尻

岡

島

達

典
（
７３
歳
）
中

村

���������

４
月
１８
日
�

板
野

近
藤
内
科
医
院

４
月
２５
日
�

板
野

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ

ニ
ッ
ク
し
ん
の

４
月
２９
日
�

板
野

み
や
ざ
き
内
科
診

療
所

５
月
２
日
�

上
板

井
内
内
科

５
月
９
日
�

上
板

野
田（
泰
）医
院

在
宅
当
番
医
割
出
表

（１６）町報２０１０．４



▲昭和文学研究家・大石征也氏

徳
島
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
四
月
十
七
日
�
〜
十
八
日
�

＊
十
時
〜
十
七
時

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
徳
島
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
事
務
局
（
川
久
保
�
〇
八
八

・
六
九
八
・
一
一
三
八
）

第
十
回
菊
ノ
上
流
菊
丸
会
舞
踊
会

日
時
▼
四
月
十
八
日
�
十
二
時
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

主
催
▼
菊
ノ
上
流
菊
丸
会
（
西
�
〇

八
八
・
六
九
八
・
八
〇
三
四
）

ペ
ル
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
吹
奏
楽
団

日
時
▼
五
月
二
日
�
十
三
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

出
演
▼
ペ
ル
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
吹
奏
楽
団

演
奏
予
定
曲
目
▼
「
ぐ
る
り
よ
ざ
」、

「
久
石
譲
作
品
集
２
」、「
嵐
メ
ド
レ

ー
」
ほ
か

主
催
▼
ペ
ル
ヴ
ァ
ン
シ
ュ
吹
奏
楽
団

（
�
〇
八
八
・
六
九
八
・
九
六
七
〇
）

創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
�

「
牛
の
鈴
音（
す
ず
お
と
）」

日
時
▼
五
月
十
五
日
�
３
回
上
映

①
十
時
半
〜

②
十
二
時
半
〜

③
十
四
時
半
〜

会
場
▼
三
階
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
前
売
／
大
学
生
一
般
一
千

円
（
当
日
千
三
百
円
）、小
中
高
生
・

シ
ニ
ア
（
六
十
歳
以
上
）
当
日
券
の

み
一
千
円

上
映
作
品
▼
「
牛
の
鈴
音
」（
二
〇
〇

八
年
、
韓
国
映
画
）

主
催
▼
創
世
ホ
ー
ル
名
画
鑑
賞
会
実

行
委
員
会
（
�
〇
八
八
・
六
九
八
・

一
一
〇
〇
）

■
七
十
九
歳
に
な
る
農
夫
の
チ
ェ
爺

さ
ん
は
い
つ
も
年
老
い
た
牛
と
一
緒

だ
っ
た
。
だ
が
、
悲
し
い
別
れ
の
と

き
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
た
…
■
大

地
を
耕
し
、
子
を
養
っ
た
全
て
の
牛

と
父
親
に
捧
ぐ
■
「
こ
の
映
画
を
見

て
泣
か
な
い
人
は
い
な
い
」
と
い
わ

れ
た
感
動
作
、
つ
い
に
徳
島
上
陸
■

韓
国
で
上
映
さ
れ
異
例
の
大
ヒ
ッ
ト

を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
の
上
映
会
で
す
。
ご
注
目
を
！

海
野
十
三
忌
二
〇
一
〇
／
大
石
征
也

講
演
会「
亡
友
・
海
野
十
三
〜

横
溝
ミ
ス
テ
リ
ー
に
こ
め
ら
れ
た
鎮
魂
」

日
時
▼
五
月
十
六
日
�
十
四
時
半
〜

会
場
▼
二
階
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
シ
ア

タ
ー

入
場
料
▼
無
料

講
師
▼
大
石
征
也
（
お
お
い
し
・
せ

い
や

昭
和
文
学
研
究
家
、
徳
島
県

在
住
、
学
習
塾
講
師
、
三
十
七
歳
）

演
題
▼
「
亡
友
・
海
野
十
三
〜
横
溝

ミ
ス
テ
リ
ー
に
こ
め
ら
れ
た
鎮
魂
」

主
催
▼
海
野
十
三
の
会
（
小
西
�
〇

八
八
・
六
九
八
・
二
九
四
六
）

■
戦
後
書
か
れ
た
横
溝
正
史
の
探
偵

小
説
の
い
く
つ
か
に
は
、
明
ら
か
に

海
野
十
三
と
の
熱
い
交
友
の
反
映
が

認
め
ら
れ
る
。
横
溝
ミ
ス
テ
リ
ー
に

刻
ま
れ
た
亡
き
友
の
影
を
、
気
鋭
の

昭
和
文
学
研
究
家
が
ス
リ
リ
ン
グ
に

読
み
解
く
。
多
数
ご
参
集
下
さ
い
。

わ
く
わ
く
・
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時
▼
五
月
十
六
日
�
十
時
〜

会
場
▼
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
合
せ
▼
島
浦
（
�
〇
九
〇
・
七
一

四
八
・
四
三
三
九
）

お
は
な
し
ワ
ン
ワ
ン
く
ら
ぶ

■
毎
週
日
曜
日
十
四
時
か
ら
、
図
書

館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
い
お

は
な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
第

三
日
曜
日
に
は
手
話
が
つ
き
ま
す
。

■
図
書
館
に
新
し
く
入
っ
た
本
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
児

童

書
》

●
杉
山
亮『
せ
か
い
い
ち
の
名
探
偵
』

ポ
プ
ラ
社

●
む
ら
い
か
よ
『
モ
テ
モ
テ
お
ば
け

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
』
ポ
プ
ラ
社

●
柴
田
晋
吾
『
は
る
で
す
よ
』
金
の

星
社

●
五
味
太
郎
『
質
問
絵
本
』
ブ
ロ
ン

ズ
新
社

●
ぎ
ぼ
り
つ
こ
『
し
ず
く
ち
ゃ
ん

�
』
岩
崎
書
店

●
ジ
ェ
ー
ン
・
ビ
ン
グ
ハ
ム
『
探
し

絵
ツ
ア
ー
⑨

世
界
の
城
に
も
ぐ
り

こ
め
！
』
文
渓
堂

《
一

般

書
》

●
吉
村
英
夫
『
山
田
洋
次
を
観
る
』

リ
ベ
ル
タ
出
版

●
山
村
竜
也
『
竜
馬
の
魂
を
継
ぐ
男

岩
崎
弥
太
郎
』
グ
ラ
フ
社

●
吉
田
利
康
『
男
の
介
護
』
日
本
評

論
社

●
森
田
佐
和
子
『
タ
ジ
ン
鍋
レ
シ

ピ
』
コ
ス
ミ
ッ
ク
出
版

●
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
ロ
ス
ト
・
シ

ン
ボ
ル
（
上
・
下
）』角
川
書
店

●
今
野
敏
『
天
網
』
朝
日
新
聞
出
版

●
船
戸
与
一『
新
・
雨
月（
上
・
下
）』

徳
間
書
店

▲シンボルマーク

図
書
館
・

創
世
ホ
ー
ル
だ
よ
り▲感動の名作、「牛の鈴音」の一場面

図 書 館 の 休 館 日
５月

３日�～６日�
１０日�
１７日�
２０日（第３木・館内整理日）

２４日�
３１日�

４月

５日�
１２日�
１５日（第３木・館内整理日）

１９日�
２６日�
２９日（木・祝）

（１７） 町報２０１０．４



チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
フフ
ェェ
アア
展展
覧覧
会会

鯛 浜 吉 田 祥 子「秋」町 報 画 廊
秋の空がきれい、川がきれいで描きました。どこかいい所がないかな？と思
いながら北島町を歩きました。

北北
島島
チチ
ュュ
ーー
リリ
ッッ
ププ
フフ
ェェ
アア

生
活
産
業
課

開
催
中
で
す
。
公
園
は
四
月
二
十

五
日
ま
で
開
園
予
定
で
す
が
、
花
が

途
中
で
終
わ
れ
ば
そ
の
時
点
で
終
了

で
す
。

今
回
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
面
積

一
千
八
百
平
方
メ
ー
ト
ル

◆
本
数

約
四
万
五
千
本

◆
種
類

五
十
八
品
種

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
報
告

今
回
の
お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
は
、
四

十
三
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

今
年
も
そ
の
規
模
は
公
園
全
体
を
占

め
て
い
ま
す
。

お
任
せ
コ
ー
ナ
ー
参
加
者
の
皆
様

に
は
、
こ
れ
ま
で
除
草
作
業
等
た
い

へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
引
き
続
き

最
後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
！北

島
町
立
創
世
ホ
ー
ル
二
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
各
種
作
品
展
覧
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
程

五
月
二
十
二
日
�
〜

五
月
三
十
日
�

時
間

十
時
〜
十
七
時

皆
様
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
①

俳
句

「
申
し
込
み
方
法
」

公
園
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た
時
に
、

お
詠
み
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
公
園
内

に
筆
記
用
具
・
申
し
込
み
用
紙
・
投

稿
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

「
締
め
切
り
」

四
月
二
十
五
日
�
ま
で

募
集
②

写
真
＆
絵
手
紙

「
申
し
込
み
方
法
」

参
加
申
込
書
は
、
生
活
産
業
課
及

び
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
窓
口
に
備

え
て
お
り
ま
す
。

「
締
切
り
」

五
月
七
日
�
ま
で
に
生
活
産
業
課

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

チューリップを見に訪れた方 （々昨年度）
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